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　はじめに

フエフキダイ科は美味であることから刺網，追

い込み網，延縄，および一本釣りなどの漁法で盛

んに漁獲され，食用とされる水産上重要分類群で

ある（佐藤，1984）．本科魚類は 5属 44有効種が

認 め ら れ て お り（Nelson, 2006；Fricke et al., 

2019），最も種数の多いフエフキダイ属 Lethrinus 

Cuvier, 1829は全世界から 29有効種（Fricke et al., 

2019），日本からは 19種が知られている（島田，

2013）．本属は頬部が無鱗，背鰭軟条数が 9，臀

鰭軟条数が 8，および胸鰭軟条数が 13であるこ

となどの形態的特徴をもつことで同科他属から識

別 さ れ る（Carpenter and Allen, 1989；Carpenter, 

2001）．

このうちオオフエフキ L. microdon Valenciennes, 

1830はこれまで国内において大隅諸島と沖縄諸

島以南の琉球列島からのみ記録されていたが（島

田，2013；萬代ほか，2017），2019年 6月 20日

に鹿児島県南さつま市笠沙町の沿岸海域からも 1

個体が漁獲された．この標本は本種の九州沿岸か

らの初記録かつ北限記録となるため，ここに報告

する．

　材料と方法

標本の計数・計測および体各部の名称は

Carpenter and Allen（1989） に し た が っ た．

Carpenter and Allen（1989）に記載されている体

各部の名称は概ね木村（2010）に記載された対応

す る 和 訳 を 用 い，lower series of scales around 

caudal peduncle，cheek height，eye length，spinous 

dorsal-fin base，soft dorsal-fin base length，spinous 

anal-fin base，soft anal-fin base length， お よ び

preorbital widthはそれぞれ，尾柄鱗数，頬部高，

眼径，背鰭棘条部基底長，背鰭軟条部基底長，臀

鰭棘条部基底長，臀鰭軟条部基底長，および第 1

眼下骨幅とした．標準体長は体長または SLと表

記し，ノギスを用いて 0.1 mm単位で計測した．

標本の作製，登録，撮影，および固定方法は本村

（2009）に準拠した．本報告に用いた鹿児島県笠

沙 産 の 1 標 本［KAUM–I. 130983， 体 長 354.4 

mm，鹿児島県南さつま市笠沙町片浦崎ノ山東側

（31°25ʹ44ʹʹN, 130°11ʹ49ʹʹE），2019 年 6 月 20 日，

定置網，水深 27 m，伊東正英］は鹿児島大学総

合研究博物館（KAUM）に保管されており，上

記の生鮮時の写真（Fig. 1）は同館のデータベー

スに登録されている．

　結果と考察

鹿児島県南さつま市から得られた標本は，頬

部が無鱗，背鰭軟条数が 9，臀鰭軟条数が 8，お

よび胸鰭軟条数が 13であることなどの形態的特

徴が Carpenter and Allen（1989）と Carpenter（2001）

の示した Lethrinusの標徴とよく一致し，頬部高

が唇を含めない吻長の 0.76倍，背鰭第 4棘が最

も長い，体長が体高の 3.06倍，頭部背縁の輪郭
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が直線的，前鼻孔と後鼻孔の間の距離が後鼻孔と

眼の前縁の間の距離より長い，および眼の直前に

頭部背縁とほぼ平行な 3暗色縦帯をもつことなど

の 特 徴 が Carpenter and Allen（1989），Carpenter

（2001）および島田（2013）が報告したオオフエ

フキ L. microdonの標徴とよく一致したことから

本種に同定された．

本標本の計数・計測形質は以下のとおりであ

る．背鰭棘数 10；背鰭軟条数 9；臀鰭棘数 3；臀

鰭軟条数 8；胸鰭軟条数 13；側線有孔鱗数 48；

背鰭第 5棘起部下における側線上方鱗数 5；側線

下方鱗数 15；尾柄鱗数 26；上枝鰓耙数 5；下枝

鰓耙数 7．体各部測定値の標準体長に対する割合

（%）：体高 32.7；頭長 32.4；唇を含めない吻長

15.8；吻長 18.0；頬部高 12.1；眼径 5.6；胸鰭長

22.7；腹鰭長 19.6；尾柄長 18.7；背鰭基底長

48.8；背鰭棘条部基底長 28.4；背鰭軟条部基底長

18.3；臀鰭基底長 18.3；臀鰭棘条部基底長 3.2；

臀鰭軟条部基底長 13.8；第 1眼下骨幅 12.9．

本標本の計測形質は萬代ほか（2017）の示し

た値とおよそ ±3%の変異をもつが，同程度の変

異は同じフエフキダイ科のヒキマユメイチ

Gymnocranius superciliosus Brosa, Béarez, Paijo and 

Chen, 2013からも知られていることから（三木ほ

Fig. 1. Fresh specimen of Lethrinus microdon (KAUM–I. 130983, 354.4 mm SL) from Kasasa, Minami-Satsuma, Kagoshima Prefecture, 
Japan. Both photographs were taken soon after the fish was captured, the top image against a black background, the bottom against a white 
background.



RESEARCH ARTICLES Nature of Kagoshima Vol. 46

55

か，2014），本標本に見られる先行研究との形態

の相違は種内変異であると判断した．

これまでに L. microdonに対応する和名として，

Akazaki（1962）によりナガクチビが，Sato（1978）

によりオオフエフキが提唱されている．Akazaki

（1962）は鹿児島県産フエフキダイ属の 3標本を L. 

microdonに同定し，和名ナガクチビを提唱したが，

萬代ほか（2017）は Akazaki（1962）がナガクチ

ビとして記載した標本が鰓蓋に赤色域をもつこと

から，鰓蓋に赤色域をもたない L. microdonとは

別種であることを指摘している．なお，鰓蓋に赤

色域をもつ日本産フエフキダイ属魚類はシモフリ

フエフキ L. lentjan (Lacepède, 1802)，アマクチビ L. 

erythracanthus Valenciennes, 1830，ハナフエフキ L. 

ornatus Valenciennes, 1830，およびホオアカクチ

ビ L. rubrioperculatus Sato, 1978の 4種が知られて

おり，鹿児島県からはこれらすべてが記録されて

いることから（Motomura and Harazaki, 2017；畑

ほ か，2018；Nakae et al., 2018； 武 藤，2019），

Akazaki（1962）の記載標本はこれらのいずれか

に同定されるものと思われる．一方で，和名オオ

フエフキは L. microdonのホロタイプを含む 3標

本にもとづき提唱されており（Sato, 1978），ホロ

タイプを除く 2標本も体長が体高の 3.1–3.2倍，

頭部背縁の輪郭が直線的，および眼の直前に頭部

背縁とほぼ平行な 3暗色縦帯をもつことなどの形

態的特徴が Carpenter and Allen（1989），Carpenter

（2001），および島田（2013）の示した L. microdon

の特徴によく一致する．したがって，本研究では

L. microdonに対して和名オオフエフキを適用し

た．

オオフエフキはこれまでに大隅諸島近海と沖

縄諸島以南の琉球列島からのみ記録されていたた

め（萬代ほか，2017），本標本は本種の九州沿岸

からの初記録かつ北限記録となる．
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